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　橿原考古学研究所の大きな役割の一つは、奈良県内の遺跡を発掘し、その成果をもとに日本列

島の文化を東アジアひいては世界の歴史に位置づけることです。したがって、当研究所の設立当

初から、世間の耳目をあつめる発掘調査はもとより、地味で小規模の発掘調査を積み重ねること

でようやく重要な成果が明らかになるものまで、膨大な量の発掘調査を繰り返してきました。

　このような過去の発掘調査の記録と出土資料は、発掘調査の時点で一定の評価がなされていま

すが、考古学の進歩と発展し続ける科学分析技術により再評価が必要なことは言うまでもありま

せん。今回提出された５本の論攷のうち、纒向遺跡出土の繊維製品を靫
ゆぎ

とした森岡所員らの論文、

飛鳥京跡の発掘調査成果を再検討することで、当該地における古墳時代の土地利用に焦点をあて

た中野所員らの論文は、このような方向性を実践した力作です。

　加えて、前田所員の論文は、自らの発掘調査で出土した資料を何度も見直して作り上げたもの

です。過去における他者が発掘した資料だけではなく、自身の発掘資料とその解釈を自省し続け

る姿勢は、研究者にとって肝要なことです。

　岡田所員らの考察は、発掘調査で出土した資料を一次資料とするならば、発掘調査以外の採集

による二次資料を過去の発掘調査成果と併せて検討し、古代寺院や神武天皇陵と陵寺について問

題提起をした意欲作です。

　さらに、北山所員らもこれまでおこなってきた自身の研究を援用して、近年になって附属博物

館の展示や博物館活動の一環で取り上げてきた近代遺産を考古学的手法で評価しました。

　これら５本の論攷は、当研究所の発掘調査を重視する方針や新たな問題意識を持って研究成果

を公表していくという姿勢を示したという点で、面目躍如たるものがあります。

　これからも意欲的な研究成果が陸続として掲載されていくよう努めてまいります。

　　令和７年３月７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県立橿原考古学研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　青　柳　正　規　
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